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・健康づくり研究助成「あさを賞」募集しました
・取材を受けました
・リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022ぐんまに参加しました
・群馬県がん患者団体連絡協議会  ご紹介⑪
 （あおばの会）

・群馬県健康福祉部長を表敬訪問しました
・各種キャンペーンを実施しました　　
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 （あおばの会）
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リレー・フォー・ライフは、がん患者さんやそのご家族を支援し、がん征圧を目指すチャリティ
イベントです。

「がん患者は２４時間、病気と向きあっている」という想いを共有し、ともに歩き語らうことで
生きる勇気と希望を生み出したいとするこのイベントは、現在、世界約３０か国約６,０００か所で
開催、日本では現在約４８か所で開催されています。

リレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんまは、２０１３年に初めて開催されて以降、参加者、寄
付額ともに日本有数の規模に成長してきました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大などに
より、直近の３年間は大規模なリレーイベントを開催することはできませんでしたが、記念す
べき１０年目を迎えた今年は、４年ぶりにＡLＳＯＫぐんま総合スポーツセンターふれあいグラウン
ドにおいてリレーイベントを開催することができました。

久しぶりに会場で顔を合わせ、笑顔でウォークするサバイバー、チーム参加者、関係者…  
日が落ち、暗闇に浮かび上がったルミナリエの灯りとＨＯＰＥの文字は、参加者全員のがん征圧

への願いのあらわれです。また来年再来年へと続く道標です。

本日はたくさんの方々にお越しいただき、４年ぶりにこのリレーイベントを開催することがで
きて、本当に心から感謝しております。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、人と人との交流は制限され、気晴らしに外出
することも、ままなりませんでした。

本日、こうして４年ぶりにリレーイベントを開催できましたのは、これまで支えてくださった
すべての方々のおかげです。家族や仲間、医療従事者の方々、新型コロナウイルス感染症と日々
対
たい

峙
じ

してくださっている方々、心から感謝を申し上げます。
そして、このリレー・フォー・ライフ  開催にあたり、尽力いただいた実行委員会の皆さん、

ボランティアの学生の皆さん、そしてチームとして、個人として参加していただいた、たくさん
の仲間の皆さん、本当に、本当に感謝しています。

リレー・フォー・ライフは、たくさんの人たちの思いがひとつになって、がん征圧に向けて
声を上げ、発信できるイベントです。

皆のこの声を群馬から日本全国へ、そして世界中に広げていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＦＬＪぐんま実行委員会

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022ぐんまリレー・フォー・ライフ・ジャパン2022ぐんま

開 催 報 告開 催 報 告
ぐんまからのメッセージぐんまからのメッセージ
（ＲＦＬＪ２０２２ぐんま  １０．８閉会式より）（ＲＦＬＪ２０２２ぐんま  １０．８閉会式より）

10th10th
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大雨の中、ウォークのためのコースづ
くりが始まりました。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン        2022ぐんまリレー・フォー・ライフ・ジャパン        2022ぐんま イベントレポートイベントレポート！！

前日準備

ルミナリエ点灯と
エンプティテーブルセレモニー

ファイナルラップから閉会式へ

開会式

サバイバーズラップから
全体ウォークへ

10/7（金）9：00

10/8（土）14：00

14：30

18：00

19：45
日本対がん協会、垣添会長と大島実行

委員長を中心に、最初の一周、サバイバー
ズラップが始まり、参加者や学生ボランティ
アの盛大な拍手が沸き起こります。その
あとに、来賓の皆さん、参加チームの面々
が続き、その表情は４年ぶりに、この会
場に集い、一緒に歩く喜びに満ちあふれ
ています。

前日、あれほど降っていた雨も当日は
止み、青空の広がる１４：００。

大島ＲＦＬＪぐんま実行委員長の開会宣言
でリレー・フォー・ライフ・ジャパン２０２２
ぐんまが始まりました。

１０周年を祝う色あざやかな
バルーンが風に踊ります。

夕暮れとともにルミナリエに灯がともされ、静
寂の中、エンプティテーブルセレモニーが行われ
ました。この場所に来ることのできなかった大切
な人を想う、特別な時間。会場が厳かな空気に包
まれます。

２４時間から６時間に短縮になりましたが、そのぶん濃縮された
時間でした。いよいよ最後の一周（ファイナルラップ）となり、ゴール
を迎えます。

必ず来年もまたこの場所でお会いしましょう。

2022年10月8日、４年ぶりに群馬RFLがリアル開催された。前日の冷たい雨の中、準備を進められた皆様の
御苦労を偲んだ。

当日は打って変わった晴天で、緑の芝生に覆われた会場には、色とりどりのテントが設営され、大勢の学生ボランティアの
皆様が、即にルミナリエの準備に入っていた。
大島実行委員長はじめ、実行委員の皆さん、参加されたサバイバー、家族、

そして本RFLに御尽力いただいた個人、団体の多くの皆様に心より感謝申し上げる。
私もサバイバーズラップの後は、各テントを挨拶廻りし、自分でも２万歩歩いた。

サンスクリーンをベッタリ塗ったが、かなり日焼けした。
群馬RFLの括目すべき点は、グラウンドを常に旗などを持った集団が歩いてい

ること、また寄附額もトップ近くになること。協会支部である群馬県健康づくり
財団の皆様の全面的な協力、多くの医療機関の参加が特筆される。
素晴らしい一日でした！

公益財団法人日本対がん協会会長　国立がんセンター名誉総長　垣添　忠生

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022ぐんまに参加して

ステージ
15：00

　リレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんまの第１回
から応援に駆けつけてくれている我らがヒーロー超速
戦士Ｇ-FIVEを皮切りに、黛さんの熱いギター演奏、
ロクさんと仲間たちの癒しのウクレレ、そしてお馴染
みヨロコンデぶっちさんの沁みる歌声が、会場を盛り
上げてくれます。

10th

星名群馬県議会議長と垣添日本対がん協会会長

星名議長さんも一緒にウォークしていただきました。

リレーイベントの会場に恐竜出現!!　

学生ボランティアの皆さん、今年もありがとうございます!

群馬医療福祉大学、群馬パース大学、群馬県立県民健康科学

大学の学生さんにボランティアとして協力していただきました。
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財団からのお知らせ

　この研究発表会は、研究発表を通じて保健衛生の向上を
図り、県民の健康増進に寄与するため、また保健従事者の
交流を目的として、毎年群馬県と財団が主催しています。
　令和２年度、３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点からZoom 開催となり、関係者が日頃の研究の成果
を発表しました。
　今年度については詳細が決まり次第、各関係機関にご案
内を送付します。

　９月のがん征圧月間に合わせ、15日から29日までの約２週間、群馬
県庁昭和庁舎をリレー・フォー・ライフを象徴する色、パープルにライト
アップしました。
　また、10月は臓器移植推進月間及び乳がん月間です。臓器移植医療
への認知と理解が進むことや、乳がん検診の受診率向上を目指し、群
馬県庁昭和庁舎と臨江閣をそれぞれのシンボルカラーであるグリーンとピ
ンクにライトアップ、また、高崎駅構内にデジタルサイネージを掲出しました。

群馬県健康福祉部長を表敬訪問しました 　今年度も県内行政機関、保健福祉機関・団体・試
験・研究所、県医師会等職能団体、大学などを対象
に、健康づくり研究助成「あさを賞」の募集を行いま
した。「あさを賞」は前橋市内で小児科を開業してい
た旦尾雅子医師が地域の保健福祉に役立てたいと私
財を投じて、1987年に基金を設立したのが始まりです。
　県民の健康増進、疾病予防等に役立つものとして
選考委員会が認めた研究課題に対し、助成を行い、
現在までに229の研究課題が選出されています。
　選考委員会は12月中に開催する予定です。

　毎年、９月のがん征圧月間や10月の乳がん月間には、それに関連して特集さ
れた記事が新聞に掲載されていますが、コロナ禍での受診控えによるがんの発
見遅れが懸念されている昨今、がん検診受診率に関して新聞社、広報誌制作会
社から、当財団が取材を受ける機会が多くなりました。
　こういった取材の機会を通じて、できるだけ多くの皆さんに「がん検診の重要性」
や「がんに関する正しい知識」をお伝えできればと思っています。

取材を受けました

健康づくり研究助成「あさを賞」募集しました

令和４年度 群馬県地域保健研究発表会を開催します

各種キャンペーンを実施しました

　複十字シール運動開始にあたり、令和４年８月２日（火）
群馬県地域婦人団体連合会（結核予防婦人会）の大竹
会長ほか、代表者と財団職員が群馬県健康福祉部を
表敬訪問しました。
　複十字シール運動の趣旨や県内の結核の現状などを
説明するとともに、キャンペーンで配布するグッズをお渡
しし、複十字シール運動へのご協力をお願いしました。

県健康づくり財団

健康サポート課長・保健師

金子 亜希子さん

定
期
チ
ェ
ッ
ク
と
検
診
を

藤井 孝明さん

群馬大医学部附属病院
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な

る

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
よ
り

今
後
も
乳
が

ん
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る｜

閉
経
後

リ
ス
ク
は
減
る

の
か閉

経
し
て
も
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
は
あ
る

脂
肪
に
含
ま

れ
る
酵
素
を
使
っ
て
女
性
ホ
ル

モ
ン
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で

肥
満
も
要
因
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る

一
方

適
切
な

運
動
で
リ
ス
ク
が
下
が
る
こ
と

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
お

り

予
防
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る

｜
遺
伝
的
な
要
素
も
あ
る

遺
伝
性
乳
が
ん
は
全
体
の
５

〜

％
程
度

乳
が
ん
に
罹
患

し
た
家
族
が
い
な
い
か
ら
安

心

と
い
う
わ
け
で
は
な
い

乳

が
ん

卵
巣
が
ん
だ
け
で
な
く

男
性
の
乳
が
ん

前
立
腺
が
ん

す
い
臓
が
ん
の
家
族
歴
も
乳
が

ん
の
遺
伝
性
リ
ス
ク
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で

注
意
が
必
要
だ

｜

２
年
に
１
回
の
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

の
意
義
は

〜

歳
代
で
の
発
症
が
最

も
多
い

社
会

家
庭
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
世
代
な
の

で

社
会
全
体
で
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る

早
期
発
見

早

期
治
療
で
生
存
率
が
向
上
す
る

の
で

検
診
が
重
要
だ

｜
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
控
え

が
問
題
と
な
っ
て
い
る

受
診
数
の
減
少
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い

る

英
国
の
解
析
で
は

診
断
の

遅
れ
に
よ
っ
て

乳
が
ん
で
は

診
断
後
５
年
以
内
の
死
亡
率
が

最
大
で
９
・
６
％
上
昇
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る

直
近
２
回

の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を

受
診
し
て
い
な
い
と

受
診
し

た
人
と
比
べ
て

年
以
内
の
乳

が
ん
死
亡
リ
ス
ク
が
１
・
５
倍

に
な
る
と
い
う
報
告
も
あ
る

コ
ロ
ナ
禍
で
検
診
の
重
要
度
が

再
確
認
さ
れ
た
形
だ

｜
一
方
で

検
診
の
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
と
聞
く

放
射
線
被
曝
の
リ
ス
ク
の
ほ

か

検
診
で
見
つ
け
ら
れ
な
い

乳
が
ん
も
あ
る

乳
房
の
中
の

乳
腺
が
多
い

高
濃
度
乳
房

で

は

病
変
が
隠
さ
れ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
あ
る

超
音
波

エ
コ

ー

検
査
と
の
併
用
が
有
効
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
が

市
町

村
が
行
う
対
策
型
検
診
で
は
推

奨
さ
れ
て
い
な
い
た
め

日
頃

か
ら
乳
房
の
状
態
に
関
心
を
持

つ

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス

が
重
要
に
な
っ
て
く
る

｜
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

乳
が
ん
は

自
分
で
気
付
く

こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
が
ん

の
一
つ

乳
が
ん
の
自
覚
症
状

は
８
割
が
し
こ
り
で

そ
の
ほ

か

ひ
き
つ
れ
や
陥
没

乳
頭
か

ら
の
血
が
混
じ
っ
た
よ
う
な
色

の
分
泌
物
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る

た
だ

変
化
に
気
付
け
る
の

は

正
常
な
状
態
を
知
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ

確
信
が
持
て
な

く
て
も

普
段
と
違
う

と
い

う
だ
け
で
早
期
受
診
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る

変
化
に
気

付
い
た
ら

す
ぐ
に
専
門
の
医

療
機
関
に
相
談
し
て
ほ
し
い

（１０）(令和４年) （１０）(令和４年)

ママ、
自分を大切に
している？

まま・ここっと夏号
読者アンケートより　
回答者数／722名
調査期間／2022年7月1日
　　　　　～8月1日

子育て世代の健康支援

知っておきたいがん検診のこと
私たちのおよそ2人に1人が、がんになり、3人に1人が、がんで命を落としています。
がんは決して他人事ではありません。子育てや仕事で忙しい日々、自分を顧みる余裕
はないかもしれません。けれど、そんな忙しいママにこそ、自分の身体を知り、病気
予防のためにできることを考えほしいと思います。

まま・ここっとの読者に聞きました！

の受診状況について教えて！

「健診とは」
身体全体の健康状態を
総合的に検査するもの
で、企業や組織に属し
ていれば、年1回の定
期健診が義務化されて
いる。

「検診とは」
各臓器に対して特定の
病気がないかを検査す
るもので、対策型検診
（市町村から補助ので
る検査。胃がん・大腸
がん・肺がん・乳がん
・子宮頸がんが対象）
と任意型検査（人間ド
ック）がある。

　
今
や
、
2
人
に
1
人
は
罹
患
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
ん
。15
歳
〜
39
歳
ま
で
の

A
Y
A
世
代（
※
1
）に
お
い
て
は
、が
ん
患

者
の
76
％
を
女
性
が
し
め
、
男
性
に
比
べ

て
女
性
は
罹
患
年
齢
が
早
い
の
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。こ
の
世
代
の
女
性
の
が
ん
で

多
い
の
は
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
。共
に

早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
9
割

以
上
が
治
癒
し
ま
す
。し
か
し
、
検
診
の
受

診
率
は
子
宮
頸
が
ん
42.
4
％
、
乳
が
ん
は

44.
9
％
と
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。が
ん

は
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
に
乏
し
い

の
で
、検
診
で
の
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

　
検
診
の
メ
リ
ッ
ト
は
早
期
発
見
に
よ

り
死
亡
率
が
減
少
す
る
こ
と
で
す
。し
か

し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。健
康
な

人
に
対
し
て
行
う
た
め
、
偽
陰
性
や
疑
陽

性
が
あ
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。た
だ
、

デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
が
上
回

る
こ
と
は
事
実
で
す
の
で
、
定
期
的
に
継

続
し
て
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
も
乳
が
ん
も
公
的
な
対

策
型
検
診
で
す
の
で
、
補
助
金
に
よ
り
無

料
も
し
く
は
少
額
の
自
己
負
担
で
受
診

で
き
ま
す
（
子
宮
頸
が
ん
は
20
歳
以
上
・

2
年
に
1
回
、
乳
が
ん
は
40
歳
以
上
・
2

年
に
1
回
※
市
町
村
に
よ
り
異
な
る
場

合
あ
り
）。ぜ
ひ
、
上
手
く
利
用
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
検
診
で
精
密
検
査
の
通
知
が
届
い
た

ら
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。「
病
気
だ
っ
た
ら
怖
い
」と
い
っ
た
理

由
で
4
人
に
1
人
が
精
密
検
査
を
受
け

て
い
ま
せ
ん
。必
ず
し
も
「
精
密
検
査
＝

が
ん
」
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

早
期
発
見
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。検
診
は
受

け
て
安
心
で
は
な
く
、
通
知
が
来
た
ら
受

診
す
る
、
そ
こ
ま
で
を
が
ん
検
診
と
思
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
子
育
て
中
の
マ
マ
は
、
自
分
の
時
間
を

確
保
す
る
の
も
困
難
で
忙
し
い
日
々
だ

と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
身
体
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
時
間
を
ぜ
ひ
設
け
て
く
だ
さ
い
。

病
気
は
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
家
族
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
検
診
を
。

※1）思春期から若年青年のこと　出典：国立がん研究センター　小児・AYA世代のがん罹患データ

群馬県健康づくり財団
医療室長（診療部長）
安部 聡子　さん

日本内科学会認定内科医、日本
医師会認定産業医、日本内分泌
学会評議員、日本内科学会総合
内科専門医、臨床研修指導医

教えてくれたのは

健診を受けていますか？
受けている

受けて
いない

73.3％

26.7％

受けている

受けて
いない

健診の頻度を教えてください
※複数回答可

0 10 20 3040 50

51％

26.7％

17.6％

11.1％

2.5％

1

2

3

4

5

自身の就業先や配偶者補助
が受けられる定期健診を受
けている

1

受けていない2

市町村が実施する健診を受け
ている

3

就業先などの定期健診に加
え、オプションなどで対策
型検診を受けている

4

個人で医療機関を予約し、よ
り精密な検診を受けている

5

乳がん検診を受けていますか？

受けたいと
思っているけれど
未検診のまま　

市町村の検診を
利 用 し て い る
（40歳以上）

検診を受ける
予定はない

個人で医療機関を
予約して受けている

0

10

20

30

40

50

49％
23.4％ 15.5％12.1％

子宮がん検診を受けていますか？

0

10

20

30

40

50

40.9％
30.3％ 22.3％ 6.5％

市町村の検診を
利用している
（20歳以上） 受けたいと

思っているけれど
未検診のまま

個人で医療機関を予
約して受けている

検診を受ける
予定はない

忙しくて時間がないから
費用がかかるから
子どもを預けられないから
体調不良などの自覚症状がないから
面倒だから
どこで受ければよいか分からないから
どのような検査をするのか不安だから
悪い結果が出たら怖いから
受けなくても問題ないと思うから

女性のための検診を受けない理由は？ ※複数回答可

0 50 100 150 200 250

262人
201人
115人
95人
90人
84人
51人
42人
22人

早期発見・早期治療で約9割が治ると言われて
います。ただし、一般に早期のがんは自覚症状
に乏しいため検診で見つけることが大切です。

40歳以上の
女性に多い

20～30代女性が
なりやすい

近年、日本人女性の11人に1人がかかると言われている乳が
ん。発生や増殖には「エストロゲン」と呼ばれる女性ホルモン
が深くかかわっていて、40代で急増しますが、20～30代の若
い世代にも見られるため油断はできません。乳がんは女性が
かかるがんの中で一番多く、年間約93,000人が罹患し、年
間約14,000人以上が乳がんで亡くなっています。早期発見な
ら、乳房を温存しながらがんを取り除くことも可能です。

子宮頸がんは、子宮の入り口である子宮頸部の表面の細胞
にできるがんです。日本では年間約10,000人が発症し、約
2,800人以上が死亡しています。HPVというウイルスの感染
が原因となって発症しますが、ほとんどの場合は感染しても
自然に排除されます。ただ、ごく一部のケースで持続感染し
てがん化します。進行すると子宮摘出手術が必要となる場合
もありますが、早期発見なら妊娠・出産も可能です。

なぜ早期発見が大事なのか
それは約9割が治癒するからです

出典：国立がん研究セン
ター／地域がん登録生
存率データ

300
250
200
150
100
50
0

女性
40

30

20

10

0

子宮頸がん年齢別罹患率 乳がん年齢別罹患率

がん進行度別の
5年相対生存率

人口10万対 女性人口10万対

出典：国立研究開発法人国立がん研究センター／全国がん登録罹患データ出典：国立がん研究センター／全国がん登録罹患データ

0
20
40
60
80
100

限局 領域 遠隔 限局 領域 遠隔

（%）

99.3% 90% 39.3% 95.7% 66.8% 22.5%

早期がん　　進行がん 早期がん　　進行がん

子宮頸部乳房 子宮頸部乳房

検
診
で
自
分
の
身
体
を
大
切
に

検診&
健診

乳がん子宮頸がん

がん征圧月間（９月） 臓器移植推進月間（10月）

群馬県地域保健研究発表会 Zoom開催の様子

令和３年度あさを賞選考委員会（ハイブリッド開催）の様子

乳がん月間（10月）

上毛新聞「乳がん特集」１０月１日掲載

まま・ここっと秋号vol.50
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　当財団内にリレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんま実行委員会事務局が置かれています。
　10月８日（土）のリレーイベントには、当財団もイベントのスタッフとして、またリレーウォークの参加チーム
メンバーとして参加し、他チームの方 と々ともに元気に歩き、ファイナルラップを迎えました。
　10年目を迎え、さらにこの活動が盛り上がっていくよう、当財団としても全力でバックアップしていく所存です。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022ぐんま に参加しました

群馬県がん患者団体連絡協議会　ご紹介⑪

あおばの会11
　あおばの会は血液がんの白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫の患者、家族を主にした会です。

　平成19年（2007年）に発足し平成20年５月24日から活動開始し２ヶ月に一度、偶数月の第２

土曜日（８月はお盆で休会）に群馬大学医学部附属病院南病楝１階、憩いの広場「尾瀬」内のピアノ

近くで情報交換と親睦を目的に活動しています。

　入院、治療中に同じ病気の人も見つけづらく情報も少なく大変不安な時期を過ごした経験から、少

しでもその不安を解消するお手伝いが出来ればと考えています。

　都合がつく人が集まり必要とする人が参加する形で無理なくのんびりとやってます。是非あなたの

経験を、貴方の不安をここで話してみてください。

【連絡先】
あおばの会　代表  相川  政雄　
携　帯：０９０－８８０５－１２９５（平日は仕事のため土・日のみで）

メール：aobanokai2007@gmail.com

　４年ぶりのリレーイベントが無事に終わりました。ＲＦＬ特集記事として４ページを使い
ましたが、まだまだ載せきらない良い写真がたくさんあります。写真に共通するのは、参加
した皆さんの楽しそうな笑顔。こちらもたくさん元気をいただきました。
　そろそろ本格的な冬を迎えますので、どうぞ皆さんご自愛ください。 （Ｍ）

約85名の職員がスタッフとして参加しました。 チームとしてリレーウォークにも参加


